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対人支援点描（11） 

「忖度と共感」 

 

小林 茂（臨床心理士/牧師） 

 

 

 

1．「忖度」について 

 

世間で森友学園の話題がなるにつれて

「忖度」という言葉が浸透するようになり

ました。この一件がなければ、私も「忖度」

という言葉を知りませんでした。そもそも

「忖度」という事柄は、「相手のことを思

い図ること」という意味だそうです。この

こと自体は問題ではありません。思いやり

や共感に関係する良い言葉のように思え

ます。しかし、かの一件により「忖度」と

いう言葉はずいぶんと悪いイメージとし

て定着してしまった印象があります。宜し

くない配慮や気づかいというイメージで

す。  

 

 

2.「小林、購入した体重計に忖度受ける事  

件」発生！ 

 

 こうした意味で「忖度」という言葉をと

らえると、私にも一つの事件がありました。 

 健康管理の目的で、この６月に体重計を

購入しました。一応、大手のメーカーのデ

ジタル体重計です。体重だけではなく、体

組織、BMI その他が計測できるタイプで

す。届いて早速、基本設定し、おそるおそ

る体重計に乗りました。結果は、○○．○ｋ

ｇ…。私の気持ちは内心「あ～、ずいぶん

あるな。体重を落とさなきゃな。でも大変

だ。」というものでした。その後、節制と

多忙で１週間ほど体重計に上がることが

なかったのですが、測りなおしてみると、

何と３ｋｇほど減っていました。こうなる

と気分は上々で頑張ろうという気持ちに

なり、体重計に乗るのが楽しくなります。

ところが、翌々日、もう一度図りなおして

みると、さらに３ｋｇほど体重が減ってい

るのです。このあたりで私も気づけばよい

のですが、困惑とともに良い方に事実を誤

認する回路が働いて、買ったばかりの体重

計で、デジタルで正確なはずだという意識

も働いて、その数値を鵜呑みにすることに

しました。内心も、疑うよりもどこか嬉し

い気持ちが勝っているのです。自分なりに

「いや～。このところ夏場でたくさん汗か

きながら、外仕事もしたし、食事も気をつ

けてきたのが実を結んだのかな～？サプ

リメントの影響もあったのかな？」と考え

たわけです。  

 しかし、そこからが問題でした。翌日よ

り毎朝、体重計に乗るたびに約３ｋｇずつ
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数値が減っていったのです！さすがに３

日間で１０ｋｇ以上体重計の数値が減り

続け、さらにその減少が止まることがない

となると、さすがに鏡を見る自分の姿と体

重計が示す数値とのギャップに気づかな

いわけにはいかなくなります。いつか体重

計が目を覚ますと信じて乗り続けました

が、しまいには、ついに体重計の数値が３

５ｋｇほどまで減ってしまい、体組織も測

定不能になる状態になりました。  

 「体重を減らさなければ」という決意す

る私に、購入したばかりの体重計が忖度し

て、体重計の数値だけが持ち主をほおって

おいて勝手にダイエットに励み、ついには

摂食障害レベルまで忖度を利かしてしま

ったのでした。  

 そうです。体重計の初期不良でした！  

 この間の私の驚きと喜びと落胆…。  

 話のスケールは比べようがありません

が、私も９億５６００万円の土地が１億３

４００万円に値引きされるような落差を

味わいました。  

 人ではなく、予想もしなかったデジタル

体重計に「忖度」を受けたのでした。  

 

 

3.「忖度」と「共感」とのあいだ 

 

 デジタル体重計に「忖度」されたのは偶

然のことでしたが、本来の「忖度」とは、

そもそも相手の気持ちを推し量るとか、察

するというような能力がなければできな

いことといえる。「忖度」は、機械のよう

に予め蓄積されたデータを積み増し、デー

タから導き出される選択肢の中から適切

な答えを導き出すわけではない。不確実で

予測外の要素を多分に含んだ他者の情動

を読み取ろうとする「共感」的な人間の営

みということができる。これが機械との大

きな違いといえる。  

 先日、法人の会計士さんが AI と将棋や

囲碁との対戦について熱弁していったの

だが、あるフレームのなかでは、もう AI

に人間は勝てないという話をしていた。

AI が、いわゆる定石を無視した手を打つ

のだが、プロの棋士でさえも AI がなぜそ

のように打つのかわからない。棋譜を見せ

られても説明もできないということだっ

た。それでも、最終的には AI が勝利して

しまうというのだ。さらに面白いことに、

AI は守りの手の一つの穴熊をしないとい

う。これは、AI では人間が良いと思う最

良の手立てを最良と判断しない、というこ

とを意味している。  

 こうしたことを考えると、「忖度」の元

となる「共感」という行為には、共感する

方も共感される方にも最良の論理的・合理

的帰結に基づいて、相手の気持ちを察する

とか、察せられたということがない。対人

援助を行う側の気持ちとして、人間が如何

に最良の選択に基づかない言動をしてい

るか、感じずにはいられない。「そんなに

意固地にならなくても…」「どうして、そ

んな選択をするの？」「また同じ過ちを繰

り返して…」という気持ちになる。同時に、

援助者が共感したと感じていても、相手の

方では「この人（支援者）は、わかってく

れない（もしくは、わかってくれていな

い）。」「この人は日本語が通じない。」と内

心思っているかもしれない。こうして考え

てみると、「共感」とは論理的・合理的な

判断とは程遠く、情緒的納得というものに

近い。単純な“トランプ”よりも心の内は読

めない。よくある「共感」のロールプレイ

によるワークでさえ、実際には「共感でき

た。できていない。」の確認作業において
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「忖度」がなされている場合が多いのでは

ないか。結果として、「共感」の前後に「良

い忖度・良くない忖度」「的を得た忖度・

的を得ない忖度」といったものが生じてい

るといえる。もしくは、「忖度」の前後に

「良い共感・良くない共感」「的を得た共

感・的を得ない共感」というものが生じて

いるといえる。  

 

 

4.まとめ～人間の営みのあいまいさ 

 

 AI が進化するとなくなる職業の一つに

カウンセラーが挙げられているという話

を聴いたことがある。私自身も、その可能

性は否定するつもりはない。しかし、実際

にカウンセラーの役割のすべてが必要と

されなくなるとは思わない。たとえ、AI が

あるクライエントの語った言葉に最適な

返事を選択し、“応えた”としても、果たし

てその “答え ”は共感を生じさせるものだ

ろうか。正当な答えが答えにならない不合

理さを人間は持ち合わせていないだろう

か。AI が論理的・合理的選択を優先する

限り、そこにはズレが生じるであろうし、

無言やズレをそのまま良しとして先延ば

しすることの意味に AI は対応できるであ

ろうか。  

 「忖度」にしても「共感」にしても、い

ずれにしてもあいまいさを多分に含んだ

人間の営みである。哲学の純粋理性のよう

な意味での純粋忖度とか純粋共感という

世界はない。雑多で混沌とした心の内を察

して納得するというものと思う。  

 それゆえ、誤認や思わぬ方向に話が進ん

でしまうという性質を「忖度」や「共感」

は持っているといえる。  


